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２

０

２

４
年

度

、
奈

良

青

年

会

議

所

の
発

展

に

ご

尽

力
い
た

だ
い

た
特
別
会
員
の
皆
さ

ま
、
そ
し
て
日

頃
よ

り

多

大

な
る

ご
支

援

を

賜
っ

て
お

り

ま

す

関

係

者
の
皆
さ

ま
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

２

０

２

４
年

１

月

、
奈

良

青

年

会

議

所

は

事

務

局

を

移

転
し

、
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

創

立　

周
年

や
姉

妹
青

年

会
議

所

締

結　

周

年

、
さ

ら
に

近

畿

地

区

大

会

奈

良

大

会
の
主

管

な
ど
記

念

す
べ
き

年

を

迎

え
る
こ

と
か

ら

ス
ロ
ー
ガ
ン

を
「

心

を

観
じ
て

、
心

か
ら
尽
く

す
」
と
掲

げ
、
相

手
の
目

線

に

立

ち

な

が

ら

、
本

質

を

見

極

め
心
か

ら
相

手

を

想

う
行

動

を

行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
で
取

り
組

ん
だ

の

が
「

メ
ン
バ
ー

の

人

間

力

の

向

上
」「
奈
良
青
年
会
議

所
の
組
織

力

の
向

上

」「

奈

良
の
ま
ち
の
地

域

力

の
向
上
」
の
３
つ
で
す
。

第　

代
理
事
長

胎
中　

謙
吾 

君

第　

代
理
事
長

胎
中　

謙
吾 

君
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ま

ず
は
青

年

会

議

所
の
理

念

を

常
に
意
識
す
る
こ
と
で
、
自

己
成
長

を

図
っ
て
き

ま
し

た
。
ま

た
、
多

く

の
方
々

を

奈

良
に
お

迎

え
す
る

中

で
、
一
人
ひ
と
り
が

心
か
ら
の
お
も

て
な
し

や

感

謝
の
気

持

ち

を

自

分

ご
と
と
し
て
伝

え
る
と
共
に
、
数
々

の
行

事

を

ま

た

と

な
い
成

長

の
機

会

と

捉

え
、
物

事

の
本

質

や

地

域

課
題
を
深
化
し
続
け
る
こ
と
で
、
個

人
の
知

力

や

活

力

を

高

め
る
こ

と

に

加

え

、
積

極

的

に

社

会

変

革

の

運
動
を
進
め
る
力
を
養
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
私
た
ち
の
理
念
に
共

感

す
る

新

た
な

８
名
の
仲

間

を

迎

え
入
れ
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
し
た
。

50 65

■
２
０
２
４
年
度
の
取
り
組
み

①
人
間
力
の
向
上
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私

た
ち
は
創

立　

周

年

を

機

に
、
新

た
な
章

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

　

明
る
い
豊
か

な

社

会

の
実

現

に

向

け
「

奉

仕

」「

修

練

」「

友

情

」
の
三

信

条

を

胸
に
、
地

域
に

貢

献

で

き
る
「

奈

良

青

年

会

議

所

だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
こ

と
」
を

追

求

し

、
特

別

会

員

の

皆

さ

ま

を
は
じ
め
、
行
政
や
地
域
住
民
の

皆
さ

ま

と
の
連

携

を

深

め
な
が

ら

、
個

性

と

価

値

観

を

尊

重
し

た
ま
ち
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
に

邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
２
０
２

４
年
度
の
１
年
間
、
皆
さ

ま
に
多

大

な
る

ご
支

援

と

ご
協

力

を

賜

り
、
誠
に
あ
り
が

と
う

ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

今

後

と
も
奈

良

青

年

会

議

所

を

よ

ろ

し

く

お

願
い
い
た
し

ま

す
。
創

立　

周

年

、
そ
し
て　

周

年
の
未
来
に
向
け
て
、
私
た
ち
は

走
り
続
け

ま
す
。

　

各

周

年

を

過

去

と
未

来

を
つ

な

ぐ

節

目

と

捉

え

、
歴

史

を

振

り
返
る

と
共
に
未

来
へ
の
ビ

ジ
ョ

ン

を

内

外
に

発

信

す
る

機

会

と

位
置
付
け

ま
し
た
。

　

創

立　

周

年

を

迎

え
る
に

あ

た
っ
て
は
２
年
を
か
け
て
準
備
を

進
め
、
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
き

た
活

動
の
意

義

や
「

心
」
を

再

確

認
す
る
と
共
に
、
５
年
前
に
策
定

し

た　

年

間
の
運

動

指

針

を

見

直

す

中

で
「

ま

ち

づ

く

り

」「

ひ

と
づ
く
り
」
と
い
う
今
後
の
方
向

性
を
定
め
、
内
外
に
発
信
し
ま
し

た
。
ま
た
、
慶

州
青

年

会
議

所

と

郡

山

青

年

会

議

所

と
の
姉

妹

青

年

会

議

所

締

結　

周

年

記

念

式

典

を

開

催

す
る

中

で
は

、
青

年

会

議

所

の
三

信

条

で

あ
る
「

友

情

」
の
も

と
、
半

世

紀
に
わ

た
る

友

好

関

係
に
感

謝
の
意

を

表

す

と
共
に
、
次
の　

年
に
向
け
て
互

い
の
理

解

を

一

層

深

め
さ

ら

な

る
友
好
の
深
化
を
誓
い
ま
し
た
。

１
年
間
の
運
動
を
通
じ
て
、
関
わ

る

全

て
の
皆
さ

ま
の

心

を

観

じ

て
、
心
か

ら

尽

く

す
こ

と
で
、
人

間

力
、
組
織

力
、
地
域

力
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

　

奈

良
の
魅

力

を

伝

え
る

絶

好
の

機

会

と

な
っ
た
の
が

近

畿

地

区

大

会
奈
良
大
会
で
す
。

　

大
阪
・
関

西
万
博
を
意
識
し
、
来

場

者

が

求

め
る

も
の
や

新

た
な

可

能

性

を

追

求

す
る
こ

と
で

、
来

場

者
の
期
待
を
超
え
る
、
奈
良
な
ら
で

は
の
大

会

を

実

現

す
る
こ

と
が
で

き

ま
し

た
。
こ

れ
ら
を

通
じ
て
、
奈

良

青

年

会

議

所

は

、
地

域
に

根

ざ

し

た
活

動

を

行

う

組

織

と
し
て
よ

り

一

層

認

知
さ

れ
る
よ

う
に
な

り

ま
し

た
。
一
方

、
１
月
の
能

登

半
島

地
震

発

生
時
に
は
、
被
災
地
へ
の
支

援

活

動
に
積

極

的
に
取

り
組
み

支

援

物

資

等

の
提

供

や
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
バ
ザ
ー
で
支

援

金

寄

附

、
メ
ン
バ

ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派

遣

な

ど

を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
経
験
を
通
し
て
、
青
年

会

議

所
の
果

た
す
べ
き

役

割
の
大

き
さ

を

改

め
て

認

識
い
た
し

ま
し

た
。
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②
組
織
力
の
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③
地
域
力
の
向
上

■
今
後
に
向
け
て



　

こ
の

度
は
、
ま

ほ
ろ

ば
ざ
ー
る
２

０
２
４
～

探　

島
～
に
際
し
、
多
大

な

る

ご

支

援

と

ご

協

力

を

賜

り

、

誠
に
あ
り

が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

。

皆

さ
ま
の
お
力

添
え
に
よ
り

、
例
会

は

盛
況
の

う

ち

に

無

事

終

了

す

る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
別

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
準
備

段

階
か
ら

当

日

運

営
に
至

る
ま

で

さ

ま

ざ

ま

な

場

面
で
ご

協
力
い
た

だ
き
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す

。
本

事

業
で
は
、
登
⼤

路
園

地
に
て
奈

良
の

地

域

資

源
の

発

⾒

、
体

感

を

⽬

的

と
す
る
飲
食　

ブ
ー
ス
、
体
験　

ブ

ー
ス

が
出

展
し
ま

し
た

。
特
に
「

地

域
と
の
つ
な
が
り

」
を
大
切
に
考
え
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こ

の
度

、
奈

良

青

年

会

議

所
は

近
畿

地
区

大
会
奈

良

大
会

と
い
う

大

き

な

機

会

を

い

た

だ

き

ま

し

た
。
事
業
構
築
に
際
し
思
い
描
い
た

の
は

、
次

年

度

以

降
の
地

区

大

会

の
モ

デ
ル

ケ
ー
ス
と

な
る
よ

う

な

「

今

後
に
つ
な
が
る

大
会
に
す
る

」

こ

と
。
そ
こ
か

ら
導
い
た
の
が

、
ど

の
青

年

会

議

所
に
も
絶

対
に
あ
る

「
地
域
資
源
」
を
活
用
す
る
こ

と
で

し

た
。
振

り
返
っ
て
み

れ
ば
、
今

大

会
を
通
し
て
近
畿
地
区
内
各
地
青

年

会

議

所
メ
ン
バ
ー

と
の
つ
な
が

り
は

も

ち
ろ

ん
、
地

元

奈

良

の
企

業

や
行

政
並
び
に
関
係

各

所
の
皆

さ

ま
と
の
つ
な
が
り
が
さ

ら
に
深

脈
々

と

地

域

と

と
も
に
運

動

を

進

め
て
こ

ら

れ
た
先

輩

諸

兄

姉

の
皆

さ

ま
の
活
動
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で

す
。　
　

　

皆
さ

ま
か

ら
の
さ

ま
ざ

ま

な

後

押
し

や

ご
支

援

が

無
け

れ

ば
成
し

遂

げ
ら
れ
な
い
大
会
で
し

た
。
皆
さ

ま
の
想
い
を

引

継

ぐ

私

た
ち

現

役

メ
ン
バ
ー
は
今

回
の
成
果
に
慢

心
す

る
こ

と
な
く
、
今
後
も
地
域
と
一
体

と

な
っ
て

更

な
る

発

展

を

遂

げ

ら

れ
る

よ

う

歩

み

を

進

め
て

ま
い
り

ま
す
。
改
め
て
皆
さ

ま
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上

げ
ま
す
。

く

な
っ
た
と
強

く

感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
来
場
者
数
は
２
日
間
で

約

２
３
０
０
０
人

と
な

り

大

成

功

の

う

ち
に

幕

を

閉

じ
る
こ

と

が

で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
全
て
は　

年
間　

65

多
く
の

来

場
者
の

方
々
に
奈

良
の

魅
力

を

体

感
し
て
い
た
だ

け
る
よ

う
に
と

構
築
し
て
ま
い
り
ま
し
た

。

そ
の

結
果
「

奈

良
に
ま
た

来
た
い
」

「

奈
良
が
好
き
に
な
り
も
っ
と
深
く

知

り

た
い
と

思

え

る

よ

う

に
な
っ

た
」
と
の
声

を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で

き

ま

し
た

。
出

展
者

の
皆

さ

ま

と

も

ま

ほ
ろ

ば

ざ
ー
る

を
通

じ
て

今

後
も

連

携
し

地

域

貢

献
に
向
け
て

活

動
し
て
い
た
だ

け
る

関

係

性

を

構

築

す

る
こ

と

が

で
き

ま

し

た

。

今

後
も

、
皆

さ
ま

と

地

域
や

社

会

に
貢

献
す
る

活

動

を
共

に
推

進
し

て
い

け

れ

ば

幸
い

で
す

。
引

き

続

き

、
変
わ
ら

ぬ
ご

支

援
と

ご

指

導

を
賜

り

ま

す

よ
う

お

願
い

申
し
上

げ
ま
す

。
改
め
ま
し
て
、
心
よ
り

御

礼
申
し
上

げ
ま
す

。
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９ 月９ 月

奈 良 Ｊ Ｃ 創 立 ６ ５ 周 年 記 念 式 典奈 良 Ｊ Ｃ 創 立 ６ ５ 周 年 記 念 式 典

　奈良青年会議所は2024年9月3日に創立６５周年を迎

え、９月７日にホテル日航奈良にて記念式典及び祝賀会を

開催し、奈良県内のみならず、他府県や海外からも多くご臨

席を賜りました。これまで奈良青年会議所を作り上げてきた

先輩諸兄姉、日ごろからＪＣ活動を支えていただいている関

係各所の方々に感謝と敬意をお伝えすることを目的に、式典

では、胎中理事長や野矢OB会長の挨拶をはじめ、歴代理事長紹介、スポンサーＬＯＭ感謝状贈呈等を行い、奈良青年会

議所のこれまでの軌跡や今後の方向性を示すことができました。その結果「今後も奈良青年会議所の活動に期待している」

とのお声を多数頂戴し、関係各所の方々に感謝と敬意をお伝えすることができたと思います。また、創立６５周年にあたり多

くの御寄附を頂戴した皆さまにも心より感謝申し上げます。これからもメンバー一同、地域の発展のために尽力してまいりま

す。引き続きのご支援、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

３ 月３ 月
慶 州 Ｊ Ｃ 姉 妹 青 年 会 議 所 締 結 ５ ０ 周 年慶 州 Ｊ Ｃ 姉 妹 青 年 会 議 所 締 結 ５ ０ 周 年

　3月16日に慶州JC（大韓民国）と姉妹青年会議所締結

50周年の記念式典を慶州の地で実施いたしました。仏教文

化の都として共通の歴史を持つ両都市が、文化遺産の保存

や経済・文化交流を通じて相互理解と友情を深めることを誓

い合った同式典。当日は慶州の地で参加するだけでなく、日

本にいる奈良青年会議所メンバーともサテライト中継を行う

ことで、遠く離れていても両青年会議所の気持ちが一つとな

る最高の式典となりました。国を超えての例会構築は難しく、言葉の壁や価値観の違いなど乗り越えるべき課題も多かったで

すが、世界に広がるJCだからこそできる貴重な経験となり、両青年会議所間での絆を深めることが出来ました。その結果、9

月に実施した奈良青年会議所創立65周年記念式典にも慶州JCから多くのメンバーにご出席いただきました。

トピックストピックス

８ 月８ 月
郡 山 Ｊ Ｃ 姉 妹 青 年 会 議 所 締 結 ５ ０ 周 年郡 山 Ｊ Ｃ 姉 妹 青 年 会 議 所 締 結 ５ ０ 周 年

　8月3日に郡山JC(福島県)と姉妹青年会議所締結50周

年の記念式典を福島の地で実施いたしました。本例会の構

築に際し、郡山JCの担当委員会とは何度も会議を重ね、先

輩諸兄姉が築いてこられた歴史を再確認できるような設え

にしたいという目標を掲げました。当日は、姉妹青年会議所

締結当時の写真などをプロジェクターに投影し両青年会議

所でともに確認することで、50年間の歴史を改めて感じるこ

とができました。その結果、両青年会議所間の結束はますます強まったと実感しております。今後も采女祭で毎年交流を図

ることは勿論、メンバー一同強い絆でつながり続けたいと思いました。先輩諸兄姉が築いてきた歴史を胸に、これから先、

50年後も協力し合える仲であるよう、切磋琢磨してまいります。
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1月16日、奈良ホテルにて新年会を実施いたしました。

関係団体の皆さまや特別会員の皆さま、近畿地区協議会

をはじめとする大勢のJCメンバーにお越しいただきまし

た。式典では、第65代理事長の胎中謙吾君が所信を表明

し、メンバー一同、奈良のさらなる発展に向け邁進すること

を決意しました。

第二例会 新年会新年会１月

第一例会１月

１月１１日、奈良ホテルにて入会式を実施いたしました。今
年度の1月入会式で、新たに３名の仲間が加わりました。

・金児　崇行　君
・清水　拓朗　君
・吉岡　毅　　君

この３名に加え1月以降の入会メンバーも新入会員紹介
ページに詳しく紹介しています。

入会式入会式

２月 第９８回通常総会第９８回通常総会
2月8日、「第98回通常総会」を実施いたしました。2023

年度の事業報告・収支決算と、2024年度の事業計画書

及び収支予算の報告を行い、奈良青年会議所メンバー全

員が同じ方向を向いて頑張っていこうと意思統一をしまし

た。

第一例会

3月2日、依水園にて奈良青年会議所茶道同好会青松

会発会１０周年の記念茶会とＪＷマリオット・ホテル奈

良にて祝賀会を実施いたしました。裏千家お家元をは

じめ多くのご来賓の皆さまにお祝いいただきました。

３月 奈良青松会発会１０周年奈良青松会発会１０周年第一例会　

慶州ＪＣ姉妹LOM締結50周年慶州ＪＣ姉妹LOM締結50周年

3月16日慶州にて、姉妹青年会議所締結50周年を祝う

式典を実施いたしました。また、奈良市制施行100周年を

記念して命名された、慶州にある「奈良公園」にて、50周年

の記念となる石碑の除幕式を実施していただき、この例会

を通して慶州と奈良の国を越えた長い歴史を感じることが

できました。

第二例会３月

４月 第一例会

４月８日、ＯＢ懇親ゴルフ・ＯＢ懇親例会を実施いたしまし

た。ゴルフを交えて親睦を深め、その後ザ・ヒルトップテラス

奈良にて実施した懇親例会では7月の2024年度近畿地

区大会奈良大会を見据え、一丸となって今後の活動に取り

組む意識を醸成しました。

ＯＢ懇親例会ＯＢ懇親例会

春日大社の方々との親睦を深めるために始まった弥津藤

会は、今年度で40周年を迎え、5月11日に実施した記

念すべき弥津藤会では、過去に行われた弥津藤会の写

真の展示及び藤の花を折り紙にて表現し、歴史を感じて

いただけるよう工夫をいたしました。総勢90名を超える

ご参加をいただき、改めて春⽇⼤社の皆さまへ感謝の意

を伝え、引き続きのご理解とご協力をお願いしました。

５月 第一例会 弥津藤会弥津藤会

2024年度近畿地区大会奈良大会と同日、登大路園地に

て「まほろばざーる2024～探Q島～」を実施いたしまし

た。登⼤路園地にて奈良の地域資源の発⾒、体感を⽬的と

する多くの飲⾷ブース、体験ブースが出展、⼤⼈・⼦ども問

わず楽しんでいただきました。2⽇間で約23,000名を超

える来場となり、奈良の魅⼒の再発⾒と発信に寄与できた

ものと思います。

まほろばざーる2024～探Q島～まほろばざーる2024～探Q島～第二例会　７月
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7月14日・15日の2日間に渡り、2024年度近畿地区大

会奈良大会を実施いたしました。大会の目玉でありますフ

ェスタの会場として、三条通ショッピングモールと登大路園

地で開催いたしました。三条通ショッピングモールの方々の

ご協力により実現した三条通での近畿地区内青年会議所

によるブース出展や、奈良が有する地域資源を活かした催

しを登大路園地で行い、多くの方に体感していただくことが

７月 第一例会　
2024年度
近畿地区大会　奈良大会
2024年度
近畿地区大会　奈良大会

できました。大会関係者、地域の方々にも「さすが奈良JCですね」「すばらしい大会でし

た」と多くのお褒めのお言葉をいただくことができました。本大会を大成功に収めることが

できたのは、皆さまによる多大なるご支援とご協力の賜物です。この場をお借りし、改めて

感謝を申し上げます。



8月9日に奈良ホテルにて2回目の入会式を実施いたし

ました。1月入会式の3名に加え、新たに次の5名の仲間

が加わりました。

・大山　季恵 君

・成清　誠 君

・古谷　烈 君

・古川　芽唯 君

・本田　泰 君 

本年度の入会メンバーは、新入会員紹介ページに掲載

しております。

第二例会 入会式８月

8月２３日の「第99回通常総会」では、次年度の監事及び

理事が満場一致で承認され、次年度における新たな組織

体制の基礎が固まりました。臨時理事会を経て理事長に

承認された米澤理事長予定者は、一筆揮毫（いっぴつきご

う）で「活」の漢字を書し、説明では「活き活きとした会にし

たい」とJCに対する熱い想いを語りました。「活」の書は事

務局に飾っておりますので、お近くに来られた際は是非お

立ち寄りください。

第三例会 第９９回通常総会８月

9月7日、日航ホテル奈良にて創立65周年を祝う記念式

典・祝賀会を実施いたしました。奈良県知事山下真様をは

じめとする、行政団体の皆さま、特別会員の皆さまや各地

青年会議所メンバーなど、多数のご来賓の方々にご臨席

賜り、誠にありがとうございました。 

第一例会 奈良ＪＣ創立６５周年記念式典９月

8月3日に福島県の郡山JCとの姉妹青年会議所締結50

周年の式典を実施いたしました。式典中には姉妹青年会

議所締結の生い立ちについてまとめた資料を朗読し「これ

から先も同じ時を刻んでいきたい」という想いから、記念

品として姉妹青年会議所締結50周年と刻印された時計

を交換いたしました。これまでの50年を振り返るとともに

今後の50年へと思いを馳せる素晴らしい機会となりまし

た。

第一例会 郡山ＪＣ姉妹LOM締結５０周年８月

11月9日、イリスウォーターテラスにて卒業生から現役へ

のメッセージを送る講師例会を実施いたしました。9名の

卒業生からは10分という限られた時間の中で、これから

を担う現役メンバーに響くそれぞれの視点からの熱いメッ

セージが語られました。 

第一例会 卒業生講師例会１１月

12月12日に奈良ホテルにて忘年会を実施いたしました。

特別会員の皆さまに2024年度多大なるご協力をいただ

き感謝の気持ちを伝えると共に、1年間の活動報告を行い

ました。1年間支えてくださった皆さまありがとうございまし

た。

第二例会 忘年会１２月
12月12日に奈良ホテルにて卒業式を実施いたしました。

2024年度は9名のメンバーが卒業しました。笑いあり涙

ありの楽しくも感動的な卒業式となり、卒業生にこれまでの

思い出を振り返ってもらいながら送り出すことが出来まし

た。また現役メンバーは卒業生からの話を聞くことで今後

のJC活動への意欲を高めることができました。

第一例会 卒業式１２月

10月10日、それぞれが次年度に担う役職に対して前向

きに臨むべく、新旧の引継ぎ例会を実施いたしました。各

役職代表者が、その役職のやりがいや、次年度に引き継ぐ

べき内容を発表し、その委員長予定者が積極的に質疑さ

れていたシーンが印象的でした。本例会を通して、高い位

置でのバトンの受け渡しを行うことで、次年度最高のスタ

ートダッシュを切ることを、メンバー全員で誓いました。

第一例会 引継例会１0月 〜私達からのG I FT〜

10月11日、今年度は法隆寺JCが主管で実施いたしまし

た。例年スポーツ等の体を動かす事業内容が多い中で、

今年度は打って変わり、「みんなが笑えるまちをつくるため

に我々ができること」をテーマに据え、大人の発達障害に

関するセミナーとグループワークを実施いたしました。多様

性の尊重と合理的配慮の重要性を知るとともに、多くの知

見を得ることができました。JCが地域を牽引し、リーダーを

育てる場であるからこそ、今後も活動の中において多様性

に目を向けるべきであることを改めて認識しました。

第二例会 ４ＪＣ合同例会１０月 〜みんなが笑えるまちをつくるために我々ができること〜
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氏名：古川　芽唯（ふるかわ　めい）

生年月日：2004年1月28日

職業・屋号名：スナックArP

JC活動での意気込み

「色々な事業に率先して取り組めるよう20年間頑張ります！」

氏名：古谷　烈（ふるたに　あきら）

生年月日：1985年8月6日

職業・屋号名：株式会社チェリカ

JC活動での意気込み

「1日でも多く参加していきたいと思います」

氏名：金児　崇行（かねこ　たかゆき）氏名：金児　崇行（かねこ　たかゆき）

生年月日：1986年10月16日生年月日：1986年10月16日

職業・屋号名：株式会社コンフィーステイ職業・屋号名：株式会社コンフィーステイ

JC活動での意気込みJC活動での意気込み

「目指せ！例会１００%出席」「目指せ！例会１００%出席」

氏名：本田　泰（ほんだ　たい）

生年月日：1986年4月25日

職業・屋号名：なら酒蔵なべ

JC活動での意気込み

「少しでも皆さまのお力になれるよう

に頑張っていきます！」

氏名：成清　誠（なりきよ　まこと）

生年月日：1993年11月25日

職業・屋号名：楓工務店

JC活動での意気込み

「頑張って奈良を盛り上げます！」

氏名：清水　拓朗（しみず　たくろう）

生年月日：1999年1月5日

職業・屋号名：株式会社アサコムニッセイシャ

JC活動での意気込み

「皆さんと協力して地域貢献していけるようにがん

ばります！」

２ ０ ２ ４ 年 度
新 入 会 員 紹 介
２ ０ ２ ４ 年 度
新 入 会 員 紹 介

一 般 社 団 法 人 奈 良 青 年 会 議 所
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氏名：大山　季恵（おおやま　きえ）

生年月日：1986年1月31日

職業・屋号名：Big Mountain Cafe&Farm

JC活動での意気込み

「楽しく、明るく、元気に個性とパッション強めに

奈良を盛り上げたいです！」

氏名：吉岡　毅（よしおか　つよし）

生年月日：1993年12月5日

職業・屋号名：春日大社

JC活動での意気込み

「自分にできることから一歩ずつ始めて

コツコツ頑張ります！」



公式ホームページインスタグラム

多くの方々から奈良青年会議所を
応援していただくために作りまし
た。特別会員の皆さまも是非よろ
しくお願いいたします。

奈良青年会議所の活動を応援してくだ
さる方に向けたファンクラブです。　
会員特典も随時更新中のため、奈良青
年会議所の熱い気持ちを応援してくだ
さる方は、是非ご入会よろしくお願い
します！

ジェシナクラブって？

〒630-8013
奈良市三条大路一丁目10-43　FOREST SQUARE 8階
TEL：0742-93-9731 FAX：0742-93-9732

一般社団法人奈良青年会議所

https://www.nara-jc.or.jp/
https://www.instagram.com/narajc.171/
https://www.nara-jc.or.jp/jecina-club/
https://www.nara-jc.or.jp/jecina-club/

